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研
究
室
報
告

①
本
年
度
の
本
学
役
職
と
し
て
は
、
森
章
司
教
授
が
新
た
に
文
学
部

長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
菅
沼
晃
教
授
、
川
崎
信
定
教
授
は
、
そ
れ

ぞ
れ
引
き
続
き
評
議
員
、
東
洋
学
研
究
所
長
を
担
当
し
た
。

②
本
年
度
よ
り
新
た
に
渡
辺
章
悟
助
教
授
が
大
学
院
の
授
業
の
担
当

と
な
り
、
ま
た
、
竹
村
牧
男
講
師
が
昨
年
度
を
も
っ
て
退
任
し
た
田

村
晃
佑
教
授
の
後
を
襲
っ
て
学
部
の
ゼ
ミ
（
日
本
仏
教
）
と
大
学
院

の
授
業
を
担
当
し
た
。

③
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
長
年
に
亘
っ
て
本
学
科
の
運
営
に
ご
協
力

頂
い
た
五
十
嵐
明
宝
氏
が
、
ご
病
気
の
た
め
前
期
末
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
後
期
の
「
浄
土
教
の
思
想
と
文
化
一
の
授
業

は
、
急
遮
、
石
井
義
長
氏
に
お
願
い
し
た
。
五
十
嵐
氏
が
、
そ
の
後
、

間
も
な
く
し
て
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
科
と
し
て
も
非
常
に
遺

憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

④
本
年
度
も
学
科
と
し
て
新
入
生
歓
迎
行
事
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

意
を
注
い
だ
。
特
に
、
ゼ
ミ
連
絡
会
議
の
発
案
の
も
と
、
平
成
十
三

年
四
月
八
日
に
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
・
イ
ン
・
ワ
ン
デ

ィ
」
と
銘
打
っ
て
行
わ
れ
た
新
人
生
歓
迎
球
技
大
会
で
は
股
高
の
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、
新
入
生
同
士
、
あ
る

い
は
新
人
生
と
上
級
生
の
交
流
を
促
す
と
い
う
点
で
、
大
い
に
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑤
本
年
度
も
「
ゼ
ミ
活
性
化
対
策
」
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
王
立
ア
カ
デ

ミ
ー
、
ケ
ン
ド
大
学
教
授
の
○
百
『
｜
の
⑫
二
三
の
ョ
目
教
授
を
お
招

き
し
て
「
北
西
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
部
派
の
展
開
Ｉ
説
一
切
有
部

を
中
心
に
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。
専
門
的
で
か
な
り
高

度
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、
学
生
た
ち
の
好
奇
心
を
駆
り
立
て
た
よ
う

で
あ
っ
た
。

⑥
本
年
度
も
大
学
院
の
研
究
発
表
会
を
前
期
（
六
月
十
四
日
）
と
後

期
（
十
二
月
八
日
）
に
一
度
づ
っ
開
催
し
た
。
前
期
の
発
表
者
は
甲

田
烈
（
Ｄ
３
）
、
奥
野
理
子
（
Ｍ
２
）
、
熊
田
順
正
（
Ｄ
３
）
、
出
野
尚

紀
（
Ｄ
２
）
、
植
村
豪
（
Ｄ
ｌ
）
の
五
人
、
後
期
の
発
表
者
は
圓
井
力

（
Ｄ
１
）
、
松
原
茂
樹
（
Ｄ
１
）
、
今
野
道
陸
（
Ｍ
２
）
、
富
田
雅
史
（
，

２
）
、
石
塚
良
哉
（
Ｍ
２
）
、
出
野
尚
紀
（
Ｄ
２
）
、
渡
邊
純
子
（
Ｄ
３
）

の
七
人
で
あ
っ
た
。

⑦
本
年
度
の
朝
霞
校
舎
で
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、

大
学
院
後
期
課
程
の
出
野
尚
紀
君
と
植
村
豪
君
が
担
当
し
た
。

⑧
本
年
度
の
卒
業
論
文
・
卒
業
制
作
の
提
出
者
は
、
Ｉ
部
が
五
十
五

名
、
Ⅱ
部
が
十
六
名
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒

賞
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
田
村
芳
朗
奨
学
基
金
受
賞
者
Ｉ
植
木

夕
紀
子
（
Ｉ
部
）
、
佐
藤
エ
リ
カ
（
Ⅱ
部
）
。
勧
学
奨
学
基
金
受
賞
者

ｌ
中
西
祥
子
（
Ｉ
部
）
、
柳
井
猛
晶
（
Ⅱ
部
）
。
校
友
会
学
生
研
究
奨

励
基
金
受
賞
者
ｌ
但
野
沙
矢
香
（
Ｉ
部
）
、
木
村
伊
沙
子
（
Ⅱ
部
）
、

今
野
道
隆
（
大
学
院
）
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げ

菅
沼
晃

八
訳
書
ｖ

『
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
智
慧
の
眼
を
ひ
ら
く
』
（
単
訳
、
春
秋
社
、
Ｂ
６
判
、

平
成
十
三
年
七
月
十
六
日
、
二
七
四
頁
）

八
論
文
Ｖ

「
第
五
格
の
意
味
と
用
法
ｌ
ｍ
－
Ｅ
颪
二
国
冨
巨
三
目
『
【
凶
『
四
百
℃
『
四
百
‐

『
９
口
訳
註
（
７
）
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
論
叢
」
第
二
六
号
〈
「
東
洋
大
学

文
学
部
紀
要
」
第
五
四
集
（
印
度
哲
学
科
篇
）
〉
、
平
成
十
三
年
三
月

三
○
日
、
Ａ
５
判
、
’
八
六
～
二
一
四
頁
）

「
日
本
近
代
仏
教
の
基
礎
を
築
い
た
人
々
（
変
革
期
の
仏
教
１
）
」
（
単

著
、
「
大
法
輪
」
九
月
号
、
平
成
十
三
年
九
月
一
日
、
Ａ
５
判
、
二
九

一
～
二
九
七
頁
）

八
そ
の
他
ｖ

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
Ｉ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
」
（
単
著
、
『
ブ
ッ
ダ
・
釈
尊
と

は
』
大
法
輪
閣
、
平
成
十
三
年
二
月
十
日
、
Ｂ
６
判
、
一
九
一
一
一
～
一
一

○
○
頁
）

「
日
本
仏
教
の
重
大
事
件
（
第
５
章
と
（
単
著
、
『
わ
が
家
の
仏
教
。
な

る
ほ
ど
事
典
』
実
業
之
日
本
、
平
成
十
一
一
一
年
二
月
二
十
一
日
、
Ｂ
６

判
、
一
七
五
～
二
○
四
頁
）

「
大
麦
と
サ
ル
と
人
間
ｌ
生
き
て
い
る
も
の
の
仲
間
罠
単
著
、
「
在
家
仏

平
成
十
三
年
度
業
績
（
平
成
十
三
年
一
月
～
十
一
一
月
）

教
」
八
月
号
、
平
成
十
三
年
八
月
一
日
、
Ｂ
６
判
、
六
～
八
頁
）

「
仏
典
の
こ
と
ば
岨
」
（
単
著
、
「
宝
積
」
第
十
九
号
、
平
成
十
三
年
七
月

一
日
、
Ｂ
６
判
、
’
四
～
一
六
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
ノ
日
本
宗
教
学
会
評
議
員
ノ
日
本
仏
教

学
会
／
禅
学
研
究
会
／
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会

八
調
査
活
動
ｖ

「
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
仏
教
寺
院
の
調
査
」
（
海
外
研
究
費
に
よ

る
研
究
、
平
成
十
三
年
八
月
二
十
二
日
～
九
月
二
日
、
フ
フ
ホ
ト
、

パ
ォ
ト
ゥ
、
ア
ル
シ
ャ
ン
盟
な
ど
に
て
寺
院
の
現
状
と
寺
院
所
蔵
の

モ
ン
ゴ
ル
語
訳
経
典
を
調
査
し
、
活
仏
と
も
会
見
し
た
）

「
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る

研
究
、
研
究
代
表
者
）

「
日
本
に
お
け
る
死
の
受
容
Ｉ
文
学
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
み

る
看
取
り
い
様
態
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研

究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
二
局
城
功
夫
〉
）

八
教
育
活
動
ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
イ
ン
ド
宗
教
史
（
朝
霞
、
Ｉ
部
／
白
山
、
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
古
典
講
読
①
（
朝
霞
、
Ｉ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

大
学
院
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ｉ
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（
前
期
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
ｌ

（
後
期
）

市
民
大
学
等

日
曜
講
義
「
イ
ン
ド
の
哲
学
と
宗
教
入
門
」
（
平
成
十
三
年
一
月
～
十

二
月
、
十
回
、
東
洋
大
学
）

そ
の
他

イ
ン
ド
思
想
研
究
会
顧
問
（
月
一
回
の
研
究
会
で
再
凹
己
ご
目
口
第

一
篇
第
十
三
章
を
講
読
）

八
社
会
活
動
Ｖ

庭
野
平
和
財
団
評
議
員
／
大
法
輪
石
原
育
英
会
理
事
ノ
宝
積
比
較
宗

教
・
文
化
研
究
所
顧
問
ノ
東
洋
大
学
校
友
会
会
長

講
演
「
心
に
残
る
釈
尊
の
物
語
」
（
仏
教
文
化
講
座
、
平
成
十
三
年
六
月

二
十
三
日
、
東
京
・
築
地
本
願
寺
）

講
演
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
現
状
ｌ
パ
ー
ミ
ァ
ン
の
仏
像
破
壊
を
め
ぐ
っ

て
」
（
平
成
十
三
年
七
月
二
十
三
日
、
東
京
・
高
尾
山
薬
王
院
）

講
演
「
哲
学
の
す
す
め
ｌ
井
上
円
了
の
思
想
と
現
代
」
（
東
洋
大
学
校
友

会
愛
媛
県
支
部
七
十
周
年
記
念
講
演
会
、
平
成
十
三
年
九
月
八
日
、

愛
媛
県
・
松
山
市
）

講
演
「
プ
ラ
ー
ナ
の
発
見
と
展
開
ｌ
ア
タ
ル
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
へ
」
（
日
本
ヨ
ー
ガ
光
麗
会
全
国
大
会
、
平
成
十
三
年
九

月
二
十
九
日
、
京
都
）

講
演
「
人
と
宗
教
１
人
類
最
古
の
哲
学
と
現
代
人
」
（
栄
光
カ
ウ
ン
セ
リ

清
水
乞

八
論
文
Ｖ

「
宍
巨
ヨ
ワ
冨
百
『
愚
作
胆
”
■
の
房
：
『
ご
ｍ
に
見
ら
れ
る
歌
謡
Ｉ
Ｄ
勝

山
『
、
＆
『
口
冨
『
［
亘
冨
く
四
一
四
‐
ロ
『
四
宮
目
目
に
つ
い
て
」
（
単
著
、
「
東
洋

学
論
叢
」
第
二
六
号
〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
四
巣
（
印
度

哲
学
科
篇
）
〉
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、
一
六
七
～
一

八
五
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
評
議
員
／
密
教
図
像
学
会
評
議
員
／
日
本
仏

教
学
会

八
調
査
活
動
Ｖ

「
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る

研
究
、
研
究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
”
菅
沼
晃
〉
）

「
日
本
に
お
け
る
死
の
受
容
－
文
学
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
み

ン
グ
マ
イ
ン
ド
研
究
会
、
平
成
十
三
年
十
一
月
十
三
日
、
東
京
）

講
演
「
般
若
心
経
に
学
ぶ
」
（
彩
の
国
生
き
が
い
大
学
、
平
成
十
三
年
十

二
月
六
日
、
埼
玉
県
・
鷲
宮
町
）

講
演
「
共
生
の
時
代
ｌ
生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
」
（
西
那
須
町
仏

教
会
、
平
成
十
三
年
十
二
月
十
一
日
、
栃
木
県
・
西
那
須
町
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
運
営
Ｖ

学
校
法
人
東
洋
大
学
評
議
員

6８



森
章
司

八
著
書
ｖ

『
仏
教
的
も
の
の
見
方
Ｉ
仏
教
の
原
点
を
探
る
』
（
単
著
、
国
書
刊
行
会
、

平
成
十
三
年
一
一
一
月
一
一
十
日
、
Ａ
５
判
、
二
二
一
一
頁
）

八
論
文
ｖ

「
在
家
阿
羅
漢
に
つ
い
て
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
論
叢
」
第
二
六
号
〈
「
東

洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
四
集
（
印
度
哲
学
科
篇
）
〉
、
平
成
十
三

年
三
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、
四
九
～
七
○
頁
）

「
科
学
と
仏
教
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
術
研
究
」
第
四
○
巻
第
一
号
、
平
成

十
三
年
五
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、
六
三
～
八
○
頁
）

「
人
は
自
ら
の
意
思
で
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
ｌ
初
期
仏
教
の
立
場

る
看
取
り
の
様
態
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研

究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
》
高
城
功
夫
〉
）

八
教
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読
①
。
②

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

大
学
院
仏
教
学
特
論
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ

（
後
期
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
運
営
ｖ

大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
主
任
ノ
印
度
哲
学
科
第
Ⅱ
部
主
任

か
ら
」
（
単
著
、
「
平
和
と
宗
教
」
第
二
○
号
、
平
成
十
三
年
十
二
月

十
日
、
Ａ
５
判
、
四
～
一
九
頁
）

八
そ
の
他
Ｖ

「
今
は
父
子
の
義
は
あ
る
べ
か
ら
ず
ｌ
親
驚
」
（
単
著
、
「
月
例
講
話
集
」

第
二
一
集
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
十
三
年
七
月
十
八
日
、

新
書
判
、
’
四
八
～
’
八
九
頁
）

「
二
○
℃
『
○
三
の
三
」
（
単
著
、
「
『
。
『
○
ロ
ョ
ご
固
幻
⑫
一
弓
巨
（
東
洋
大
学
校

友
会
報
）
」
第
二
○
九
号
、
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日
、
Ｂ
５
判
、
三

頁
）

八
学
会
活
動
ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
／
地
域
研
究
学
会
理
事
／
日
本
宗
教
学

会
／
日
本
仏
教
学
会
／
比
較
思
想
学
会
ノ
仏
教
思
想
学
会

八
調
査
活
動
ｖ

「
雨
期
の
仏
教
遺
跡
調
査
」
（
中
央
学
術
研
究
所
の
委
託
研
究
、
平
成
十

一
一
一
年
八
月
一
日
～
三
十
日
、
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
ほ
か
に
て
現

地
研
究
者
と
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
）

「
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る

研
究
、
研
究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
配
菅
沼
晃
〉
）

「
日
本
に
お
け
る
死
の
受
容
Ｉ
文
学
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
み

る
看
取
り
の
様
態
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研

究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
二
筒
城
功
夫
〉
）

八
教
育
活
動
Ｖ
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川
崎
信
定

八
論
文
ｖ

「
仏
と
は
」
（
単
著
、
大
法
輪
閣
編
集
部
編
『
仏
教
思
想
を
読
む
－
仏
教

の
基
本
を
知
る
た
め
に
』
大
法
輪
閣
、
平
成
十
三
年
九
月
十
日
、
Ｂ

６
判
、
八
～
十
四
頁
）

「
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
諸
版
成
立
史
研
究
序
説
（
資
料
翻
訳
篇
）
」
（
単
著
、

「
東
洋
学
論
叢
」
第
二
六
号
〈
｜
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
四
葉

（
印
度
哲
学
科
篇
）
〉
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、
七
一
～

九
五
頁
）

刀
ル
ド
ウ
（
中
有
）
を
設
定
す
る
意
味
Ｉ
「
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
」

を
通
し
て
考
え
る
」
（
単
著
、
「
平
和
と
宗
教
』
第
二
○
号
、
平
成
十

三
年
一
二
月
一
○
日
、
Ａ
５
判
二
○
～
三
五
頁
）

八
書
評
Ｖ

｜
ジ
ョ
ナ
サ
ン
．
Ａ
・
シ
ル
ク
箸
『
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
〈
般
若
心
経
〉
２
系

統
校
訂
テ
キ
ス
ト
』
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
報
」
第
八
二
巻
第
三
号
、
平

学
内
担
当
科
目

学
部
仏
教
学
概
論
（
朝
霞
１
部
／
白
山
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

大
学
院
初
期
仏
教
研
究
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ｉ
（
前
期
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ｉ
（
後
期
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
運
営
ｖ

文
学
部
長
ノ
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員

成
十
三
年
一
月
三
十
一
日
、
Ａ
５
判
、
二
～
七
頁
）

八
そ
の
他
Ｖ

｜
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
ｌ
「
東
洋
」
の
名
を
冠
し
た
研
究
所
」
（
単

著
、
「
『
○
く
ｏ
Ｃ
ｚ
２
ｎ
宛
の
コ
ペ
（
東
洋
大
学
校
友
会
報
）
」
第
二
○

六
号
、
平
成
十
三
年
二
月
一
日
、
Ｂ
５
判
、
一
三
頁
）

ヨ
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
（
単
著
、
東
洋
大
学

東
洋
学
研
究
所
事
業
報
告
、
研
究
発
表
例
会
十
一
月
二
十
五
日
、
「
東

洋
学
研
究
」
第
三
八
号
、
平
成
十
三
年
一
一
一
月
三
○
日
、
一
三
九
～
一

四
○
頁
。

「
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
・
チ
ベ
ッ
ト
密
教
」
（
単
著
、
「
私
大
蛍
雪
」
第

六
二
号
、
平
成
十
三
年
四
月
十
七
日
、
Ｂ
５
判
、
’
一
一
～
一
一
一
一
頁
）

「
到
れ
る
も
の
よ
到
り
着
き
た
る
も
の
よ
さ
と
り
よ
（
真
理
の
こ

と
ば
）
」
（
単
著
、
「
ぬ
呉
百
」
第
四
一
一
号
、
平
成
十
三
年
四
月
二
十
日
、

Ｂ
５
判
、
’
八
～
’
九
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
西
蔵
学
会
委
員
／
仏
教
思
想
学
会
理
事
／
日
本
宗
教
学
会
理
事

（
日
本
宗
教
学
会
賞
審
査
委
員
長
）
／
日
本
仏
教
学
会
理
事
／
比
較

思
想
学
会
評
議
員
／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

八
調
査
活
動
ｖ

「
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る

研
究
、
研
究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
恥
菅
沼
晃
〉
）

「
日
本
に
お
け
る
死
の
受
容
ｌ
文
学
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
み
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る
看
取
り
の
様
態
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研

究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
“
高
城
功
夫
〉
）

八
教
育
活
動
ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
宗
教
学
概
論
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
思
想
論
Ⅱ
（
白
山
、
乗
入
れ
）

チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読
（
白
山
、
乗
入
れ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

大
学
院
仏
教
学
演
習
ｌ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
）

八
社
会
活
動
Ｖ

財
団
法
人
東
方
学
会
評
議
員
／
財
団
法
人
東
方
研
究
会
理
事
／
東
洋
学

報
（
東
洋
文
庫
）
編
集
委
員

講
演
ヨ
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』
と
現
代
日
本
」
（
平
成
十
三
年
二
月

十
二
日
、
ポ
タ
ラ
・
カ
レ
ッ
ジ
〈
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
普
及
協
会
東
京
セ

ン
タ
ー
ご

識
演
「
人
間
の
知
と
そ
れ
を
超
え
る
智
慧
Ｉ
一
切
智
研
究
の
意
味
」
（
第

一
八
一
回
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
特
別
講
演
、
平
成
十
三
年
六
月

九
日
、
早
稲
田
大
学
）

講
演
「
死
を
基
点
と
し
て
捉
え
た
生
と
は
Ｉ
『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
灘
』

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
（
第
三
六
八
回
一
隅
会
例
会
（
財
団
法
人
日
本

能
率
協
会
）
、
平
成
十
三
年
八
月
二
十
三
日
、
芝
・
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

講
演
ヨ
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』
と
日
本
の
四
十
九
日
法
要
」
（
伊
勢

橋
本
泰
元

八
論
文
ｖ

「
カ
ピ
ー
ル
の
言
語
に
つ
い
て
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
論
叢
」
第
二
六
号

〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
四
集
（
印
度
哲
学
科
篇
）
〉
、
平
成

十
三
年
一
一
一
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、
一
○
一
～
一
一
九
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
／
日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
／
日
本
宗
教
学
会
／

日
本
仏
教
学
会

八
調
査
活
動
Ｖ

「
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
，
｜
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る

研
究
、
研
究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
恥
菅
沼
晃
〉
）

｜
日
本
に
お
け
る
死
の
受
容
ｌ
文
学
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
み

崎
佐
波
仏
教
会
講
演
会
、
平
成
十
三
年
十
月
十
一
日
、
伊
勢
崎
市
公

民
会
館
）

講
演
「
般
若
心
経
か
ら
見
た
仏
教
の
思
想
」
（
真
言
宗
豊
山
派
教
師
研
修

会
、
平
成
十
三
年
十
一
月
七
日
、
音
羽
・
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
）

講
演
「
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
」
（
財
団
法
人
東
方
研
究

会
・
東
方
学
院
公
開
講
義
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
、
二
十
二
日
、

十
一
月
十
九
日
、
湯
島
聖
堂
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
運
営
ｖ

東
洋
学
研
究
所
長
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渡
辺
章
悟

八
著
書
Ｖ

「
大
智
度
論
の
物
語
（
三
）
」
（
単
著
、
第
三
文
明
社
、
平
成
十
三
年
六
月

七
日
、
Ｂ
㈹
判
、
一
八
七
頁
）

八
論
文
ｖ

「
イ
ン
ド
仏
教
の
法
滅
思
想
Ⅱ
ｌ
初
期
仏
教
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」
（
単

著
、
「
東
洋
学
論
叢
」
第
二
六
号
〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五

四
集
（
印
度
哲
学
科
篇
）
〉
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、

る
看
取
り
の
様
態
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研

究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
二
筒
城
功
夫
〉
）

八
教
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説
（
朝
霞
、
１
部
／
白
山
、
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
朝
霞
、
１
部
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
（
中
世
イ
ン
ド
思
想
研
究
）
（
前
期
）

学
外
担
当
科
目

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
（
イ
ン
ド
言
語
文
化
研
究
）
１
．
Ⅱ
（
大
正
大
学
）

中
世
ヒ
ン
デ
ィ
ー
宗
教
文
学
研
究
（
東
京
外
国
語
大
学
）

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
運
営
Ｖ

印
度
哲
学
科
第
１
部
主
任
／
文
学
部
内
資
格
審
査
委
員
会
委
員
／
東
洋

学
研
究
所
研
究
所
員
ノ
四
キ
ャ
ン
パ
ス
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

一
一
五
～
’
三
○
頁
）

八
事
典
項
目
執
筆
Ｖ

「
賢
劫
経
」
「
坐
禅
三
昧
経
」
「
達
摩
多
羅
禅
経
」
「
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提

舎
」
「
仏
地
経
論
」
の
各
項
目
（
単
著
、
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会
編

「
仏
典
人
門
事
典
』
永
田
文
昌
堂
、
平
成
十
三
年
六
月
一
日
、
四
六

判
、
計
五
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
ノ
日
本
佛
教
学
会
ノ
日
本
宗
教
学
会
／
・
北
海

道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
／
仏
教
思
想
学
会
／
日
本
西
蔵
学
会
／
国
際

仏
教
学
会
（
ｌ
Ａ
Ｂ
Ｓ
）

学
会
に
お
け
る
研
究
発
表

「
ス
コ
イ
ェ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
金
剛
般
若
経
匡
（
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
第
五
十
二
回
学
術
大
会
、
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日
、

東
京
大
学
）

「
パ
ー
ミ
ャ
ー
ン
渓
谷
か
ら
発
見
さ
れ
た
仏
典
写
本
群
Ｉ
ス
コ
イ
ェ

ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
タ
リ
バ
ー
ン
」
（
東
洋
学
研
究
所
研
究
例

会
、
平
成
十
三
年
十
月
二
十
七
日
、
東
洋
大
学
）

八
調
査
活
動
Ｖ

「
大
英
博
物
館
所
蔵
仏
典
写
本
の
調
査
」
（
海
外
研
究
、
平
成
十
三
年
八

月
二
十
一
日
～
三
十
日
、
ロ
ン
ド
ン
に
て
大
乗
仏
典
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
写
本
及
び
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
写
本
を
調
査
）

「
ス
コ
イ
エ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏
典
写
本
の
調
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査
」
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
費
に
よ
る
、
］
団
『
息
『
ご
】
、

教
授
な
ど
と
の
共
同
研
究
、
平
成
十
三
年
八
月
三
十
一
日
～
九

月
八
日
、
オ
ス
ロ
に
て
ス
コ
イ
エ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の

く
ど
『
凹
月
冒
旦
一
百
三
⑭
の
を
調
査
）

「
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る

研
究
、
研
究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
坤
菅
沼
晃
〉
）

「
日
本
に
お
け
る
死
の
受
容
－
文
学
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
み

る
看
取
り
の
様
態
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
、
研

究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
二
局
城
功
夫
〉
）

八
教
育
活
動
ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
（
朝
霞
、
Ｉ
部
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
思
想
論
Ｉ
（
白
山
、
乗
入
れ
）

イ
ン
ド
仏
教
史
（
朝
霞
、
Ｉ
部
ノ
白
山
、
Ⅱ
部
）

大
学
院
大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
（
前
期
）

八
社
会
活
動
Ｖ

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
委
員
ノ
財
団
法
人

東
方
研
究
会
研
究
員

八
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
ｖ

文
学
部
内
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
委
員
ノ
教
職
課
程
運
営
委
員
会

委
員
ノ
文
学
部
内
自
己
点
検
・
評
価
委
員
／
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン

タ
ー
研
究
員
（
円
了
研
究
部
門
）
ノ
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員

伊
吹
敦

八
著
書
Ｖ

『
禅
の
歴
史
』
（
単
著
、
怯
藏
館
、
平
成
十
三
年
十
一
月
十
日
、
Ａ
５
判
、

四
○
八
頁
）

八
分
担
執
筆
Ｖ

「
禅
宗
」
（
単
著
、
大
久
保
良
峻
編
著
「
新
・
八
宗
綱
要
ｌ
日
本
仏
教
諸

宗
の
思
想
と
歴
史
』
法
藏
館
、
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日
、
Ａ
５
判
、

一
四
○
～
一
七
三
頁
）

八
論
文
Ｖ

「
禅
芸
術
論
（
一
一
）
」
（
単
著
、
「
春
秋
」
第
四
一
一
六
号
、
平
成
十
三
年
二

月
二
十
五
日
、
Ａ
５
判
、
一
一
八
～
三
一
頁
）

「
禅
芸
術
論
（
三
）
」
（
単
著
、
「
春
秋
」
第
四
二
七
号
、
平
成
十
三
年
一
一
一

月
二
十
五
日
、
Ａ
５
判
、
三
四
～
三
七
頁
）

「
金
春
翻
竹
の
能
樂
論
に
見
る
繭
の
影
響
－
六
輪
一
露
説
を
中
心
に

（
上
）
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
論
叢
」
第
二
六
号
〈
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀

要
」
第
五
十
四
集
〉
、
平
成
十
三
年
三
月
一
一
一
十
日
、
Ａ
５
判
、
三
五
～

六
三
頁
）

「
慧
可
と
『
浬
桑
論
』
（
下
）
」
（
単
著
、
「
東
洋
学
研
究
」
第
三
八
号
、
平

成
十
三
年
一
一
一
月
三
十
日
、
Ｂ
５
判
、
一
一
五
五
～
二
七
○
頁
）

「
禅
芸
術
論
（
四
と
（
単
著
、
「
春
秋
」
第
四
二
八
号
、
平
成
十
三
年
四

月
一
一
十
五
日
、
Ａ
５
判
、
一
一
八
～
三
一
頁
）

八
学
会
活
動
Ｖ

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職
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渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
朝
霞

平
成
十
三
年
度
演
習
ゼ
ミ
活
動
報
告

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
委
員
会
委
員
ノ
仏
教
思

想
学
会
幹
事
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
会
計
監
査
ノ
日
本
仏
教
学

会
ノ
財
団
法
人
東
方
学
会

八
調
査
活
動
Ｖ

「
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
」
（
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る

研
究
、
研
究
分
担
者
〈
研
究
代
表
者
率
菅
沼
晃
〉
）

八
敬
育
活
動
Ｖ

学
内
担
当
科
目

学
部
中
国
仏
教
史
（
朝
霞
、
１
部
／
白
山
、
Ⅱ
部
）

禅
の
思
想
と
文
化
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
漢
文
講
読
（
白
山
、
乗
入
れ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
と
社
会
（
白
山
、
乗
入
れ
）

八
社
会
活
動
Ｖ

財
団
法
人
東
方
研
究
会
兼
任
研
究
員

八
大
学
・
学
部
の
管
理
・
運
営
Ｖ

文
学
部
内
情
報
機
器
関
係
小
委
員
会
委
員
／
文
学
部
内
入
試
小
委
員
会

委
員
／
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員
／
印
度
哲
学
科
図
書
委
員

①
テ
ー
マ
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
読
む
」

②
メ
ン
バ
ー
後
藤
裕
一
郎
（
幹
事
）
他
、
二
年
生
六
名

③
活
動
報
告

本
年
庵
《
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
講
読
を
行
っ
た
。
特
に

前
期
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
発
音
に
慣
れ
て
も
ら
う
た
め
、
カ
セ
ッ
ト
に

吹
き
込
ん
だ
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
や
『
般
若
心
経
』
の

朗
読
な
ど
を
毎
回
聴
い
て
も
ら
っ
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
を
完
全
に

暗
記
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
ス
ト
ッ
ク
フ
レ
ー
ズ
な
ど
あ
る

程
度
は
全
員
で
声
を
出
し
て
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
言
語
と
し
て
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
習
熟
す
る
と
い
う
意
味
で
は
有

効
な
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

毎
回
の
研
究
発
表
は
、
学
生
の
自
主
的
発
表
に
任
せ
た
。
『
チ
ャ
ー
ン
ド

ー
グ
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の
一
節
ご
と
を
参
加
者
が
分
担
し
て
下
調

べ
を
行
い
、
日
本
語
訳
と
文
法
的
説
明
を
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
て
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
討
議
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
教
員

の
解
説
に
終
始
し
た
。
例
年
通
り
の
や
り
方
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
学
習
に
は
な
る
が
、
学
生
の
主
体
的
な
学
習
意
欲
を
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
後
期
は
講
読
を
や
め
、
学
生
の
さ

ら
な
る
主
体
的
な
研
究
を
引
き
出
そ
う
と
意
図
し
て
、
完
全
な
発
表
形
式

に
切
り
替
え
た
。

あ
ら
か
じ
め
学
生
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
に
沿
っ

て
毎
回
二
人
程
度
が
研
究
テ
ー
マ
に
し
た
が
っ
て
研
究
成
果
（
中
間
報

告
）
を
発
表
し
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
際
必
ず
ハ
ン
ド
ァ
ウ
ト
を
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橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
朝
霞

①
テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
入
門
」

②
メ
ン
バ
ー
山
田
裕
一
（
幹
事
）
他
二
圧
生
十
一
名

③
活
動
報
告

昨
年
度
と
同
様
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
中
心
思
想
で
あ
る
バ
ク
テ
ィ

（
信
愛
・
帰
依
）
思
想
を
、
コ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
」
の
な
か
に
見

て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
。

本
年
度
も
、
初
期
の
動
機
付
け
と
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
概
説
す
る
英

語
版
ヴ
ィ
デ
オ
を
見
せ
、
途
中
、
担
当
教
員
が
不
足
と
思
わ
れ
る
個
所
で

文
化
史
的
な
解
説
を
加
え
た
。
さ
ら
に
前
期
に
は
イ
ン
ド
文
化
に
関
す
る

ヴ
ィ
デ
ォ
ニ
、
一
一
一
本
を
見
て
も
ら
い
、
イ
ン
ド
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
に
努
め
た
。

前
期
後
半
か
ら
、
『
ギ
ー
ク
ー
』
の
概
説
と
文
法
的
輪
読
に
入
っ
た
。
初

め
に
『
ギ
ー
タ
ー
」
の
使
用
テ
ク
ス
ト
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
注
付
き
流
布
本
）

と
和
訳
・
参
考
書
な
ど
の
紹
介
・
解
説
を
行
な
っ
た
。
次
い
で
、
文
法
注

作
成
し
て
参
加
者
全
員
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。

最
初
は
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
ず
、
ま
と
め
方
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況

で
、
学
生
た
ち
は
四
苦
八
苦
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
産
み
の
苦
し
み
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
な
か
な
か
立
派
な
研
究
報
告
を
仕
上
げ
る
に
至
っ
た
学

生
も
い
た
。
テ
ー
マ
学
習
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
修
め
た
も
の

と
思
う
。

清
水
乞

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
白
山
（
乗
り
入
れ
）

①
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
美
学
と
芸
術
思
想
」

②
メ
ン
バ
ー
吉
田
泰
則
（
幹
事
）
・
星
た
つ
美
（
副
幹
事
）
他
、
四
年

生
十
七
名
、
三
年
生
二
十
一
名
、
一
一
年
生
四
名
、
大
学
院
二
名

③
活
動
報
告

シ
ラ
パ
ス
の
通
り
、
イ
ン
ド
美
学
の
基
本
で
あ
る
ラ
サ
論
の
構
造
を
理

解
す
る
た
め
、
担
当
教
員
が
こ
れ
を
概
説
し
、
同
時
に
参
考
資
料
と
し
て
、

上
村
勝
彦
箸
「
イ
ン
ド
古
典
演
劇
論
に
お
け
る
美
的
体
験
」
の
序
章
と

『
ナ
ー
テ
ィ
ャ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
」
第
六
章
の
和
訳
を
各
人
に
配
布
し
た
。

こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
芸
術
鑑
賞
体
験
を
ラ
サ
論
に
よ
っ
て
分
析
し
た

結
果
を
各
人
が
発
表
し
、
こ
れ
を
全
体
で
討
議
し
た
。

し
か
し
、
各
人
の
芸
術
体
験
の
幅
が
狭
い
た
め
か
、
芸
術
分
野
の
多
様

性
に
乏
し
く
、
イ
ン
ド
芸
術
の
分
野
か
ら
の
主
題
提
供
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
主
題
の
時
空
的
制
約
と
理
論
的
制
約
を
離
れ
て
、
自
由
に
個

人
の
美
的
主
張
を
議
論
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
担
当
教
員
に
よ
る
矯
正
の

の
解
説
書
の
あ
る
第
一
章
を
除
き
第
二
章
か
ら
文
法
的
読
解
の
作
業
を
輪

読
形
式
で
開
始
し
た
。
本
年
度
の
受
講
者
は
格
別
熱
心
な
人
が
い
な
い
代

わ
り
に
、
全
般
的
に
こ
の
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

例
年
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
思
想
・
文
化
に
対
す
る
ゼ
ミ
生
の
関
心
の
程

度
と
語
学
能
力
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
一
つ
の
演
習
ゼ
ミ
と
し
て
の
ク
ラ

ス
運
営
の
難
し
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
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菅
沼
晃

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
白
山
（
乗
り
入
れ
）

①
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
思
想
の
人
間
観
」

②
メ
ン
バ
ー
木
村
伊
沙
子
（
幹
事
）
・
手
島
寛
恵
（
副
幹
事
）
他
、
四

年
生
二
十
名
、
三
年
生
四
名
、
二
年
生
四
名

③
活
動
報
告

必
要
を
感
じ
た
の
で
、
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
の
「
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
」
制
作
の

動
機
の
記
述
（
岩
本
訳
）
を
主
題
と
し
て
ラ
サ
論
に
よ
る
分
析
を
各
人
が

発
表
、
併
せ
て
該
当
部
分
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
の
解
読
を
レ

ポ
ー
ト
と
し
て
課
し
た
。

卒
論
指
導
は
ゼ
ミ
活
動
の
重
要
な
柱
で
あ
る
が
、
各
人
の
論
題
と
ゼ
ミ

の
課
題
と
の
整
合
性
が
十
分
と
は
い
え
ず
、
ま
た
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
の

利
用
者
が
限
定
さ
れ
、
こ
れ
を
活
用
す
る
学
生
は
少
な
か
っ
た
。

反
省ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
が
四
十
六
人
と
い
う
大
所
帯
で
あ
り
、
加
え
て
ゼ
ミ

参
加
者
の
目
的
意
識
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
ゼ
ミ
の
課
題
・
方
法
・

目
的
が
参
加
者
全
員
に
浸
透
し
難
く
、
関
心
の
濃
淡
が
極
端
で
あ
っ
た
。

芸
術
鑑
賞
体
験
に
対
す
る
各
人
の
反
省
と
分
析
が
極
め
て
希
薄
で
あ
り

理
論
に
乗
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

反
省
の
総
括
と
し
て
は
、
む
し
ろ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
イ

ト
に
よ
っ
て
自
主
的
に
課
題
を
収
散
す
る
よ
り
も
、
担
当
教
員
が
課
題
を

整
理
し
て
、
ゼ
ミ
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。

１
、
こ
の
ゼ
ミ
の
目
的
は
、
一
つ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
イ
ン
ド
の
伝

統
的
な
方
法
で
学
習
す
る
こ
と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
用
い
て
イ
ン

ド
の
人
間
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
イ
ン

ド
人
向
け
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
人
門
番
⑫
四
目
⑫
穴
『
白
‐
耳
（
ご
且
山
『
の
島
を

各
班
ご
と
に
分
担
し
、
文
法
説
明
、
お
よ
び
、
内
容
の
発
表
を
行
な
っ
た
。

（
１
）
文
学
班
》
愚
一
一
呂
圏
の
百
ｍ
■
【
目
（
号
一
一
二
・
ヶ
百
ｍ
ｇ
）
に
つ
い

て
講
読
発
表
、
六
四
一
一
呂
困
の
文
学
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
研
究
発
表
。

（
２
）
哲
学
班
如
の
『
扉
四
．
百
『
山
＆
『
『
島
に
つ
い
て
講
読
発
表
、
つ
い
で
、

の
四
．
百
『
座
の
生
涯
、
思
想
、
の
ロ
ゴ
百
『
口
派
の
現
状
、
イ
ン
ド
哲
学
へ
の
影

響
な
ど
に
つ
い
て
研
究
発
表
。
（
３
）
叙
事
詩
班
“
の
四
恩
国
ョ
色
冨
『
巴
：

に
つ
い
て
講
読
発
表
、
つ
い
で
、
○
目
風
下
降
伝
説
に
至
る
ま
で
に
つ
い

て
発
表
。
（
４
）
仏
教
班
国
且
已
冒
，
：
ぐ
島
に
つ
い
て
講
読
発
表
、
つ
い

で
、
国
巨
且
ゴ
ロ
の
異
名
に
つ
い
て
シ
ョ
四
『
四
戸
・
轡
を
引
い
て
発
表
。
イ
ン

ド
の
ブ
ッ
ダ
観
と
仏
教
の
そ
れ
と
の
相
違
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

２
、
平
成
十
三
年
八
月
三
日
～
五
日
、
山
中
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て

夏
期
合
宿
研
修
（
イ
ン
ド
思
想
研
究
会
、
大
学
院
ゼ
ミ
と
合
同
）
を
行
な

っ
た
。
ゼ
ミ
四
年
生
の
卒
論
中
間
発
表
は
、
例
年
に
な
く
よ
く
ま
と
ま
っ

た
発
表
が
で
き
た
。
つ
い
で
、
哲
学
班
の
の
目
百
『
四
に
関
す
る
発
表
、
大

学
院
生
の
自
分
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
発
表
、
懇
親
会
が
あ
り
、
き
び
し
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
充
実
し
た
合
宿
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
二

日
目
で
約
五
十
名
（
ゼ
ミ
、
研
究
会
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
を
含
む
）
。

３
、
平
成
十
四
年
二
月
、
ゼ
ミ
報
告
醤
作
成
。

今
年
度
は
四
年
生
が
実
に
よ
く
出
席
し
て
く
れ
た
た
め
例
年
に
な
い
充
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橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③
白
山
（
乗
り
入
れ
）

①
テ
ー
マ
「
中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
野
田
康
司
（
幹
事
）
他
、
四
年
生
九
名
、
三
年
生
十
三

名
、
二
年
生
一
名

③
活
動
報
告

昨
年
度
と
同
様
に
、
「
パ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
」
に
お
い
て
完
成
さ

れ
た
民
衆
的
な
バ
ク
テ
ィ
思
想
と
、
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
中
．
近
世
の
民

衆
的
な
バ
ク
テ
ィ
思
想
運
動
の
展
開
を
中
心
課
題
と
し
た
（
》

初
め
に
、
担
当
教
員
が
新
人
ゼ
ミ
生
を
中
心
に
使
用
テ
ク
ス
ト
（
流
布

本
で
第
十
巻
「
ラ
ー
サ
の
五
章
」
）
と
英
訳
、
和
訳
、
研
究
書
お
よ
び
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
関
係
の
事
典
を
中
心
と
し
た
参
考
書
の
紹
介
・
解
説
を
行
な
っ

た
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
輪
読
は
、
語
学
力
増
進
を
狙
い
お
も
に
三
年
生
を

中
心
に
一
回
一
頌
の
割
合
で
行
な
っ
た
。

こ
の
作
業
と
併
せ
て
、
原
典
読
解
に
関
心
の
薄
い
ゼ
ミ
生
の
た
め
に
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
女
神
に
関
す
る
名
著
□
口
ご
己
宍
ヨ
眈
一
亀
．
ヱ
ヨ
目

。
。
ａ
鳥
切
思
い
・
ロ
の
一
三
釦
三
つ
二
一
四
一
ｍ
目
■
『
の
－
８
の
②
．
］
①
巴
の
「
ラ
ク
シ
ュ

ミ
ー
」
章
の
輪
読
も
同
時
進
行
し
た
。
イ
ン
ド
思
想
・
文
化
に
関
す
る
卒

論
・
卒
業
制
作
で
邦
語
資
料
に
ば
か
り
頼
る
安
易
な
作
業
を
避
け
、
外
国

語
文
献
を
利
用
し
て
欲
し
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

実
し
た
ゼ
ミ
活
動
が
で
き
た
。
し
か
し
、
四
年
生
二
十
人
、
三
年
生
四
人
、

二
年
生
四
人
と
い
う
ゼ
ミ
構
成
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④
白
山
（
乗
り
入
れ
）

①
テ
ー
マ
「
大
乗
仏
教
の
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
西
谷
晃
博
（
前
期
幹
事
）
・
丸
杉
伊
作
（
後
期
幹
事
）

他
、
四
年
生
五
名
、
三
年
生
六
名

③
活
動
報
告

本
年
度
は
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
最
大
の
論
師
と
調
わ
れ
る
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
の
『
根
本
中
論
頌
』
を
メ
イ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
た
。
前
期
は
最
初
に

担
当
教
員
が
イ
ン
ド
中
観
派
の
ス
ケ
ッ
チ
、
お
よ
び
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ

と
『
根
本
中
論
頌
」
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
、
そ
の
後
全
員
で
本
作
品
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
を
講
読
し
た
。
な
か
な
か
偶
頌
の
み
で
は
理
解
す

る
の
が
困
難
で
あ
り
、
時
に
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
注
釈
な
ど
を

用
い
な
が
ら
解
明
に
努
め
た
。
そ
の
文
体
と
思
想
に
慣
れ
た
後
期
か
ら
、

参
加
者
全
員
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
章
を
決
め
て
も
ら
い
、
そ
の
章
を
掴

め
て
各
自
の
理
解
に
従
っ
た
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
中
観
思
想
に
つ
い
て

研
究
発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
際
、
発
表
者
は
必
ず
ハ
ン
ド
ァ
ウ
ト
を
用
意
し
、
参
加
者
全
員
に

本
年
度
は
、
四
年
生
の
半
数
が
授
業
中
に
卒
論
・
卒
業
制
作
の
中
間
発

表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
八
月
一
一
十
一
～
一
一
十
三
日
に
豊
丘
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
で
、
イ
ン
ド
文
化
研
究
会
と
の
合
同
で
合
宿
研
修
を
行
い
、
四
年
生
二

名
の
卒
論
中
間
発
表
と
、
三
年
生
に
よ
る
ゼ
ミ
教
材
の
輪
読
を
中
心
に
活

動
し
、
充
実
で
き
た
。
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森
章
司

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤
白
山
（
乗
り
入
れ
）

①
テ
ー
マ
「
原
始
仏
教
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
丸
山
栄
良
（
前
期
幹
事
）
・
酒
井
真
理
江
（
後
期
幹
事
）

他
、
四
年
生
十
五
名
、
三
年
生
十
一
名
、
二
年
生
三
名
、
大
学
院
一
名

③
活
動
報
告

共
同
研
究
と
個
人
研
究
の
二
本
立
て
で
進
め
た
。

共
同
研
究
は
、
前
期
は
「
原
始
仏
教
は
客
観
的
な
世
界
と
し
て
の
地
獄

が
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
、
い
な
か
っ
た
か
」
を
テ
ー
マ
に
「
い
た
派
」

配
布
し
、
こ
れ
を
た
た
き
台
と
し
て
、
全
員
で
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
思
想

の
探
求
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
担
当
教
員
が
期
待
し
て
い
た
以
上
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
卒
論
に
ま
で
展
開
し
う
る
よ
う
な
立
派
な
発
表
を
行
っ

た
者
も
い
た
。

ま
た
、
四
年
生
に
は
後
期
か
ら
卒
論
の
中
間
発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
。

質
問
に
対
し
て
は
も
う
一
度
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
た

の
で
、
ま
と
め
方
の
勉
強
と
と
も
に
発
表
内
容
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
に

も
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
毎
回
の
レ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
は
、

基
本
的
に
参
加
者
全
員
が
必
ず
一
つ
以
上
の
質
問
を
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
た
た
め
、
発
表
者
も
聞
く
方
も
真
剣
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
担
当

教
員
の
指
導
と
解
説
が
ど
う
し
て
も
多
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
半
年
以

上
の
持
続
的
研
究
が
難
し
い
者
が
で
て
き
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
ど
う

対
処
す
る
か
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

「
い
な
か
っ
た
派
」
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
デ
ィ
ベ
ー
卜
し
た
。
そ
の
結
論

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
天
（
：
ぐ
色
）
」
や
「
餓
鬼
（
己
の
国
）
」
「
悪
魔

（
ョ
堅
四
）
」
「
羅
刹
（
『
農
穴
冨
⑩
座
）
」
に
は
リ
ァ
リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
る
に
比

し
て
、
地
獄
は
ど
こ
か
観
念
的
で
空
想
の
産
物
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。

そ
れ
は
恐
ら
く
「
地
獄
」
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ

る
。

・
地
獄
に
は
地
獄
と
い
う
特
定
の
世
界
が
あ
っ
て
、
そ
の
世
界
こ
そ
が

地
獄
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
地
獄
で
な
く
な
る
こ
と
に

な
る
。
だ
か
ら
「
地
獄
の
衆
生
」
は
こ
の
世
界
に
現
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
（
畜
生
や
餓
鬼
に
は
そ
の
住
む
特
定
の
世
界
は
な
い
。
天
は

特
定
の
世
界
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
我
々
の
世
界
に
現
れ
る
こ
と
も

で
き
る
）

・
地
獄
に
住
む
衆
生
は
人
や
畜
生
、
あ
る
い
は
餓
鬼
や
天
な
ど
の
よ
う

に
特
定
の
「
姿
形
」
を
待
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
地
獄
の
世

界
（
器
世
間
）
は
描
写
さ
れ
る
の
に
、
地
獄
の
衆
生
は
描
写
さ
れ
な

い
。
お
そ
ら
く
人
間
の
形
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
だ
か
ら
そ
の
世

界
は
人
間
世
界
の
苦
し
み
が
投
影
さ
れ
た
も
の
と
い
う
印
象
も
な
い

で
は
な
い
）

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
地
獄
は
悪
業
の
報
い
を
受
け
る
場
所
と
し
て
、

方
便
仮
設
さ
れ
た
も
の
と
い
う
印
象
も
な
い
で
は
な
い
。
原
始
仏
教
時
代

の
人
々
も
、
天
や
餓
鬼
や
悪
魔
な
ど
の
よ
う
に
は
、
リ
ア
ル
に
地
獄
を
信

じ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
原
始
仏
教
に
お
い
て
は
、
そ
の
存
在
証
明
は
な
さ
れ
な
く
と
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伊
吹
教

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥
白
山
（
乗
り
入
れ
）

①
テ
ー
マ
「
禅
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
丹
野
雄
士
（
幹
事
）
他
、
四
年
生
九
名
、
三
年
生
三
名

本
ゼ
ミ
は
、
中
国
仏
教
の
中
で
も
、
最
も
中
国
的
な
性
格
を
多
分
に
侍

も
、
悪
業
を
行
う
こ
と
の
抑
止
効
果
と
し
て
地
獄
は
十
分
に
機
能
し
て
い

た
。
ま
た
誰
そ
れ
が
地
獄
に
堕
ち
た
と
い
う
よ
う
な
話
を
現
実
の
も
の
と

し
て
信
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
に
は
地
獄
は
「
客
観
的
な
世
界
」

と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

後
期
の
テ
ー
マ
は
「
「
大
殿
浬
藥
経
（
三
色
冨
日
『
ヨ
ー
ワ
ｇ
ｇ
，

⑪
巨
亘
。
白
）
』
は
史
実
を
忠
実
に
伝
え
た
も
の
か
、
伝
え
た
も
の
で
な
い

か
「
｜
で
あ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
う
え
で
意
見
を

発
表
を
す
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
本
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

に
お
い
て
は
ま
だ
ま
と
め
の
段
階
に
入
っ
て
い
な
い
。

個
人
研
究
は
、
卒
業
論
文
・
卒
業
制
作
を
視
野
に
お
い
た
自
由
研
究
で

あ
り
、
夏
休
み
の
合
宿
（
九
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日
に
、
稲
取
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ゥ
ス
に
て
）
と
後
期
授
業
の
最
初
の
二
時
間
に
研
究
発
表
会
と
指
導

を
行
っ
た
。
な
お
毎
月
第
１
週
は
原
則
と
し
て
卒
論
・
卒
制
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
三
月
末
に
は
『
二
○
○
一
年
度
森
ゼ
ミ
紀
要
』
を
発
行
す
る
予

定
で
あ
り
第
十
号
と
な
る
（
第
一
号
は
別
形
式
の
冊
子
と
し
て
制
作
し
た

の
で
、
こ
れ
を
入
れ
る
と
通
算
十
一
号
と
な
る
）
。

っ
「
禅
」
を
中
心
に
、
そ
の
思
想
の
特
質
や
成
立
、
変
化
を
た
ど
っ
て
ゆ

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
年
度
は
じ
め
に
学
生
と
話
し
合
い
を

行
な
っ
て
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
決
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
選

ん
だ
の
が
『
大
応
国
師
語
録
』
で
あ
る
。
日
本
の
典
籍
を
テ
キ
ス
ト
に
す

る
の
は
初
め
て
で
あ
る
が
、
留
学
経
験
の
あ
る
南
浦
紹
明
の
著
作
で
あ

り
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
末
代
の
禅
語
録
を
模
倣
し
て
い
る
た
め
、
日
本

の
も
の
と
い
う
意
識
を
ほ
と
ん
ど
待
つ
こ
と
な
く
読
む
こ
と
が
で
き
た

し
、
こ
う
し
た
も
の
を
ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
こ
と
の
な
か
っ
た
私
自
身
に
と

つ
と
も
新
鮮
な
体
験
で
あ
っ
た
。

内
容
が
難
解
で
あ
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
に
は
漢
文
の
原
本
と
併
せ
て
、

日
本
語
訳
が
附
さ
れ
た
「
日
本
の
禅
語
録
」
シ
リ
ー
ズ
所
収
の
も
の
も
用

い
た
が
、
多
く
の
学
生
が
そ
の
訳
文
に
と
ら
わ
れ
て
、
か
え
っ
て
正
し
い

理
解
か
ら
遠
ざ
か
る
傾
向
を
示
し
た
こ
と
は
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
瞥
籍
に
書
か
れ
た
理
解
や
説
を
そ
の

ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
教
訓
を
示
し
得
た
と
い
う
点
は

利
点
で
も
あ
っ
た
と
思
う
。

禅
文
献
に
は
独
特
の
癖
が
あ
る
た
め
、
は
じ
め
は
と
つ
つ
き
に
く
い

が
、
慣
れ
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

実
際
、
四
年
生
は
二
年
目
で
あ
る
だ
け
に
、
昨
年
よ
り
、
か
な
り
の
進
歩

が
見
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
特
に
今
年
は
、
出
席
者
は
必
ず
し
も
多

く
は
な
か
っ
た
が
、
積
極
的
に
発
言
す
る
学
生
が
多
く
、
時
と
し
て
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
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イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧
白
山
（
乗
り
入
れ
）

①
テ
ー
マ
「
唯
識
思
想
の
基
礎
的
原
典
の
講
読
研
究
『
唯
識
三
十
頌
苣

②
メ
ン
バ
ー
佐
藤
エ
リ
カ
（
幹
事
）
・
石
原
草
吉
（
副
幹
事
）
・
中
西

祥
子
（
記
録
）
他
、
四
年
生
七
名
、
三
年
生
十
六
名
、
二
年
生
三
名
、

大
学
院
二
名

③
活
動
報
告

大
乗
仏
教
の
重
要
教
理
の
一
つ
で
あ
る
唯
識
思
想
の
基
礎
的
原
典
の
講

読
を
通
じ
て
テ
キ
ス
ト
批
判
・
文
献
取
り
扱
い
の
基
本
を
養
成
し
、
今

後
の
卒
論
研
究
の
基
盤
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
。
今
年

度
も
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
四
世
紀
ご
ろ
に
ヴ
ァ
ス
パ
ン
ド
ウ

（
ご
凹
め
：
四
目
冒
世
親
）
が
著
わ
し
た
唯
識
思
想
の
代
表
的
な
論
瞥
で
、

三
十
の
韻
文
か
ら
な
る
『
唯
識
三
十
頌
』
を
取
り
上
げ
た
。
上
級
生
か
ら

下
級
生
ま
で
が
均
等
に
入
る
よ
う
に
五
班
に
分
け
て
、
毎
回
各
班
が
サ
ン

川
崎
信
定

ゼ
ミ
活
動
の
も
う
一
つ
の
住
で
あ
る
卒
論
指
導
に
つ
い
て
は
、
例
年
通

り
、
授
業
中
で
の
発
表
は
な
る
べ
く
差
し
控
え
、
研
究
室
で
の
個
別
指
導

で
対
応
し
よ
う
と
努
め
た
が
、
学
生
の
卒
論
へ
の
取
り
組
み
の
遅
さ
を
思

う
と
、
卒
論
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
工
夫
も
必
要
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
、

な
お
、
本
年
度
は
、
夏
休
み
に
課
外
活
動
と
し
て
鎌
倉
の
禅
寺
の
参
観

を
行
っ
た
が
、
学
生
の
関
心
や
意
欲
に
か
な
り
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に

田
瞥
つ
。

ハ
ー
部
Ｖ

朝
霞
開
講
科
目

イ
ン
ド
宗
教
史

菅
沼
晃

仏
教
学
概
論
（
仏
教
と
は
何
か
）

森
章
司

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
仏
教
史

渡
辺
章
悟

中
国
仏
教
史

伊
吹
教

日
本
仏
教
史

竹
村
牧
男

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読
①
。
②

清
水
乞

イ
ン
ド
古
典
講
読
（
説
話
劇
勺
『
巴
一
ョ
山
‐
＆
官
百
（
第
６
幕
）

を
よ
む
）

菅
沼
晃

ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
を
担
当
す
る
輪
番
制
。
当
番
は
ロ
ー
マ
字
テ
キ
ス
ト
と

レ
ジ
ュ
メ
翻
訳
を
授
業
前
に
コ
ピ
ー
配
付
し
て
、
授
業
中
に
「
ア
ラ
ャ
識
」

な
ど
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
思
想
内
容
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。
夏
の

合
宿
は
九
月
一
日
・
二
日
に
豊
丘
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
一
泊
二
日
を
か
け

て
四
年
生
に
よ
る
卒
論
の
執
筆
内
容
、
「
甘
露
」
、
「
こ
と
ば
と
意
味
」
、
「
欲

界
」
、
「
悪
趣
清
浄
マ
ン
ダ
ラ
」
、
「
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
」
の
経
過
報
告

と
花
火
大
会
。
帰
り
の
バ
ス
内
で
は
、
「
弥
勒
と
は
？
」
の
共
同
討
議
で
時

間
も
忘
れ
て
議
論
白
熱
。
気
合
い
を
入
れ
た
年
二
回
の
コ
ン
パ
と
と
も

に
、
出
席
の
チ
ェ
ッ
ク
と
実
力
養
成
の
鞭
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
。

平
成
十
三
年
度
開
講
科
目

8０



八
Ⅱ
部
Ｖ

イ
ン
ド
宗
教
史

菅
沼
晃

仏
教
学
概
論
（
仏
教
と
は
何
か
）

森
章
司

ア
ビ
ダ
ル
マ
哲
学

池
田
練
太
郎

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
仏
教
史

渡
辺
章
悟

中
国
仏
教
史

伊
吹
敦

日
本
仏
教
史

竹
村
牧
男

日
本
思
想
史
（
外
来
思
想
と
の
交
流
）

三
澤
勝
己

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
初

級
）

渡
邊
郁
子

イ
ン
ド
古
典
講
読

渡
邉
郁
子

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③
（
凝
然
『
八
宗
綱
要
』
の
講
読
）

佐
藤
厚

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
の
講

読
と
解
釈
）

島
田
茂
樹

白
山
開
講
科
目

ア
ピ
ダ
ル
マ
哲
学

池
田
練
太
郎

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
講
読

宮
本
久
義

卒
業
論
文
（
制
作
）

八
相
互
乗
入
れ
科
目
Ｖ

宗
教
学
概
論

川
崎
信
定

比
較
宗
教
学
（
唯
識
思
想
と
現
在
）

司
馬
春
英

イ
ン
ド
古
典
哲
学

宮
本
久
義

イ
ン
ド
現
代
思
想

宮
本
久
義

イ
ン
ド
文
学

上
村
勝
彦

イ
ン
ド
・
仏
教
図
像
学
（
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
密
教
図
像
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
）

島
田
茂
樹

イ
ン
ド
文
化
論
Ｉ
（
イ
ン
ド
芸
術
入
門
）

清
水
乞

イ
ン
ド
文
化
論
Ⅱ

石
川
寛

仏
教
文
化
論

権
田
・
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン

仏
教
思
想
論
Ｉ

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
論
Ⅱ

川
鏑
信
定

仏
教
思
想
論
Ⅲ

金
子
芳
夫

ヨ
ー
ガ
と
そ
の
思
想
（
講
義
と
実
践
）

番
場
裕
之

浄
土
教
の
思
想
と
文
化
（
元
照
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
を
読
み
つ

つ
）

五
十
嵐
明
宝
・
石
井
義
長

密
教
の
思
想
と
文
化

風
柴
弘
宗

禅
の
思
想
と
文
化

伊
吹
教

法
華
経
の
思
想
と
文
化

小
松
邦
彰

ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
献
識
読

卒
業
論
文
（
制
作
）

宮
本
久
義
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博
士
前
期
課
程

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
ｌ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ｉ

（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
お
け
る
複
合
語
（
田
ョ
○
８
）
の
研

究
）

菅
沼
晃

八
大
学
院
Ｖ

華
厳
経
の
思
想
と
文
化

小
島
岱
山

パ
ー
リ
文
献
講
読

石
上
和
敬

仏
教
梵
語
講
読

佐
久
間
秀
範

チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読

川
崎
信
定

仏
教
漢
文
講
読

伊
吹
教

外
国
語
文
献
講
読

村
石
惠
照

仏
教
と
社
会
（
仏
教
は
社
会
と
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
か
）
伊
吹
敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
（
イ
ン
ド
美
学
と
芸
術
思
想
）
清
水
乞

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
（
イ
ン
ド
思
想
の
人
間
観
）
菅
沼
晃

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③
（
中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
）橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④
（
大
乗
仏
教
の
研
究
）
渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
原
始
仏
教
研
究
）

森
章
司

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥
（
禅
思
想
研
究
）

伊
吹
敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦
（
鎌
倉
仏
教
の
研
究
）
竹
村
牧
男

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧
（
唯
識
思
想
の
基
礎
的
原
典
の
講

読
研
究
『
唯
識
三
十
頌
皀

川
崎
信
定

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ｉ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ

清
水
乞

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ
（
中
世
イ
ン
ド
思
想
研
究
）

橋
本
泰
元

初
期
仏
教
研
究
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ｉ
（
律
蔵
に
よ
る
釈
尊

教
団
形
成
過
程
の
研
究
）

森
章
司

初
期
仏
教
研
究
Ⅱ
（
パ
ー
リ
仏
教
研
究
）

森
祖
道

大
乗
仏
教
研
究
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
イ
ン
ド
後
期
大
乗

仏
教
論
典
原
典
研
究
）

川
崎
信
定

大
乗
仏
教
研
究
Ⅱ
（
経
典
の
批
判
的
研
究
）

渡
辺
章
悟

大
乗
仏
教
研
究
Ⅲ
弓
琉
伽
師
地
論
」
を
読
む
）

横
山
紘
一

中
国
仏
教
研
究
Ｉ
（
華
厳
思
想
と
中
国
初
期
禅
思
想
と
の
関
係
）小
島
岱
山

日
本
仏
教
研
究
Ｉ
（
日
本
中
世
浄
土
教
の
研
究
）

竹
村
牧
男

博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ｉ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ｉ
（
イ
ン

ド
哲
学
・
仏
教
学
の
諸
問
題
）

菅
沼
晃

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
韻
律
論
の
研
究
）

清
水
乞

仏
教
学
特
殊
研
究
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ｉ
（
律
蔵
の
研
究
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
仏
教
と
他
派
と

の
思
想
交
流
）

川
崎
信
定

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
華
厳
思
想
と
中
国
初
期
禅
思
想
と
の
関

係
）

小
島
岱
山

森
章
司
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八
１
部
Ｖ

大
澤
幸
郎
茶
の
湯
の
美
意
識
を
例
に
と
っ
た
精
神
現
象
と
し
て
の

「
美
」

島
聡
『
カ
タ
・
ウ
パ
ニ
ジ
ャ
ッ
ド
』
に
お
け
る
輪
廻
に
つ
い

て

那
須
洋
一
『
万
民
徳
用
』
に
お
け
る
鈴
木
正
三
の
思
想

佐
藤
由
紀
子
冒
畠
冒
冒
貫
衞
＆
国
冒
Ｏ
Ｓ
旨
目
に
お
け
る
ラ

ー
ダ
ー
の
の
『
。
恩
国
に
基
づ
く
心
情
描
写

金
澤
亜
紀
占
星
術
文
化
ｌ
イ
ン
ド
と
各
国
の
文
化
の
対
比

本
間
崇
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
目
次
か
ら
見
た
発
菩
提
心

松
原
和
宏
「
甘
露
」
に
関
す
る
一
考
察
と
現
代
社
会
に
お
け
る
甘

露
の
役
割
に
つ
い
て

和
泉
澤
桐
子
三
十
二
相
と
そ
の
象
徴

岸
由
樹
初
期
仏
教
に
お
け
る
医
療

鈴
木
尚
司
シ
ク
教
の
教
義
と
ナ
ー
ナ
ク
の
思
想

庭
野
優
樹
宗
門
内
・
外
に
お
け
る
宗
祖
観
の
相
違
の
考
察
ｌ
一
例

と
し
て
道
元
を
と
り
あ
げ
る

堀
川
慶
子
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
に
お
け
る
観
世
音
菩
薩

の
性
格
の
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察

増
淵
美
智
子
維
摩
経
に
お
け
る
空
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
卒
業
論
文

原
田
尚
子

手
島
寛
恵

小
山
勇
気

佐
々
木
か
ん
な

杉
本
清
佳

高
桑
俊
介

高
野
早
苗

経
潔
紀
子

柏
川
ゆ
か
り

槻
朝
子

秋
山
清
香

濱
中
由
記
子

石
田
卓
也

芳
岡
厚

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
化
身
思
想
と
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て

因
貝
ロ
ロ
述
語
堕
冨
」
ミ
ロ
向
○
○
ト
○
○
民
の
ロ
ワ
］
ご
山
『
《
ヨ
ー

ロ
皇
。
写
の
一
。
『
ロ
ロ
旦
穴
①
『
『
『
唾
『
○
三
口
．
こ
め
の
、
（
一
○
コ
シ
］
・

向
く
の
ロ
弓
冨
の
一
○
『
⑦
印
の
昌
一
の
葛
の
翻
訳

「
ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
・
サ
ー
ハ
ス
リ
ー
ー
真
実
の
自
己
の

探
求
』
の
研
究

ダ
サ
イ
ン
祭
の
研
究
ｌ
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
・
ネ
ワ
ー
ル

族
に
よ
る

統
一
す
る
神
々
ｌ
チ
ャ
ー
ム
ン
ダ
ー
妃
と
シ
ヴ
ァ
神

未
初
の
禅
宗
教
団
の
お
か
れ
た
状
況
ｌ
『
景
徳
伝
灯

録
」
巻
二
十
七
の
「
禅
門
の
達
者
」
よ
り
見
て

イ
ン
ド
古
典
文
学
に
み
ら
れ
る
女
性
の
装
飾

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
夢
・
睡
眠
の
考
察

一
角
仙
人
物
語
の
源
流
と
展
開

蓮
如
の
研
究
Ｉ
時
代
に
お
け
る
蓮
如

ブ
ッ
ダ
の
弟
子
た
ち
の
生
き
方

シ
ヴ
ァ
神
の
異
名
と
そ
の
神
話
物
語
’
二
亘
日
ご
§
ロ
ー

胃
・
記
ロ
ミ
日
亘
層
曾
司
冒
な
ど
に
見
ら
れ
る
シ
ヴ
ァ

神
の
異
名

堕
冒
も
冒
回
骨
・
記
筐
＆
胃
’
目
ヨ
ミ
ョ
・
勺
腎
ぐ
巳
『
’
六
宮
山
口
○
ｍ

に
お
け
る
の
】
く
四
と
鼠
『
ぐ
：
の
関
係

近
代
イ
ン
ド
の
宗
教
・
社
会
運
動
Ｉ
シ
Ｑ
Ｃ
宮
『
曰
運

動
に
つ
い
て
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鎌
田
美
幸

小
宮
山
真
衣

徳
世
菜
徳
子

星
晃
子

助
川
美
佐
子

野中桶藤山山
沢西舎田本ロ

渡
邊
ゆ
き
え

岡
拓
哉

本
間
博
子

星
た
つ
美 裕祥孝和浩大

希子弘央子介

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
全
集
よ
り
『
ギ
ー
タ
ー
１
．

２
．
３
』

山
岡
鉄
舟
の
思
想
と
禅
の
関
係

広
隆
寺
宝
冠
弥
勒
に
つ
い
て
の
私
的
考
査

臥
坐
具
健
度
の
比
較
対
照
表

弓
と
禅

バ
ル
ト
リ
ハ
リ
に
お
け
る
〈
語
〉
と
〈
意
味
〉

、
（
完
［
田
」
冗
員
蛍
、
ミ
弓
司
三
○
元
冨
（
弓

天
」
ト
信
匿
の
」
Ｉ
人
生
の
三
大
目
的
、
カ
ー
リ
ダ
ー
サ

の
カ
ー
マ
観

北
辰
妙
見
の
正
体
ｌ
妙
見
菩
薩
と
稲
城
の
民
俗
行
事
に

見
る
星
の
信
仰

曼
陀
羅
に
関
す
る
英
論
文
の
和
訳
と
そ
の
図
解
、
お
よ

び
曼
陀
羅
の
立
体
化

古
典
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
美
し
さ
」
に
つ
い
て
ｌ
「
力

１
マ
・
ス
ー
ト
ラ
』
を
中
心
に
し
て

イ
ス
ラ
ム
聖
者
廟
と
し
て
の
ク
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
ー
タ
ー

ジ
・
マ
ハ
ル
と
四
つ
の
建
築

『
チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
』
に
お
け
る
死
生
観

シ
ャ
ン
カ
ラ
及
び
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ

ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
理
解
と
注
釈
和
訳

原
始
仏
教
に
お
け
る
諸
仏
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
『
時
論
タ
ン
ト
ラ
』
の
意
味

八
Ⅱ
部
ｖ

柳
井
猛
晶
殺
生
石
伝
説
成
立
の
分
析
’
三
時
代
か
ら
見
る
人
と
異

界
と
の
関
係

赤鈴佐
坂木藤

鈴望鈴
木月木

西
谷
晃
博

但
野
沙
矢
香

加
藤
顕
裕

井
上
裕
介

山
本
成
彦

植
木
夕
紀
子

白
浜
久
史

陽
子

雅
美

史
人

佑
香

俊
生

律
子

岡
Ｉ
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
第
十
一
巻
二
十
七
章

に
お
け
る
至
高
神
へ
の
礼
拝
次
第

イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
生
き
な
が
ら
の
解
脱

ｌ
冒
劃
８
国
ミ
ロ
§
§
濁
白
ａ
を
中
心
に
し
て

「
悪
趣
清
浄
マ
ン
ダ
ラ
」
の
世
界
観

原
始
仏
教
の
河
川
に
つ
い
て

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
宗
教
観
に
つ
い
て

唯
識
論
の
今
日
的
役
割
と
意
義
ｌ
「
こ
こ
ろ
」
の
問
題

と
他
者
と
の
関
わ
り

シ
ク
教
に
お
け
る
宗
教
の
普
遍
性

阿
修
羅
の
果
て

禅
と
軍
国
主
義
ｌ
皇
国
禅
形
成
の
歴
史
に
み
る
禅
思
想

の
持
つ
危
険
性

成
唯
議
論
に
お
け
る
末
那
識
と
煩
悩
に
つ
い
て
の
考
察

ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
教
育
思
想

園
ご
ｇ
四
℃
四
二
ぐ
口
『
白
（
迦
葉
品
）
に
お
け
る
菩
薩
像
と

如
来
蔵
思
想

中
論
第
刈
章
に
見
ら
れ
る
龍
樹
の
「
勝
義
」
へ
の
態
度

に
つ
い
て
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小
坂
誠
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
見
ら
れ
る
自
己
犠
牲
に
つ
い
て

清
水
博
昭
大
慈
書
に
お
け
る
世
法
仏
法
の
一
体
化

小
林
愛
『
三
教
指
帰
』
ｌ
何
故
仏
教
だ
っ
た
の
か

牟
田
陽
一
「
能
」
に
表
れ
る
日
本
人
の
「
人
の
道
」

直
野
隆
介
親
溌
と
妙
好
人

丸
山
栄
良
福
島
県
会
津
地
方
に
み
る
「
お
ん
ぱ
様
」
信
仰
に
つ
い

て
の
考
察

今
田
美
枝
子
仏
教
に
お
い
て
の
死
後
の
世
界
観
Ｉ
輪
廻
の
天
界
に
つ

い
て

根
岸
剛
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
『
胃
。
『
竜
ロ
の
フ
ォ
ン
ト

大
内
裕
貴
釘
烏
合
に
お
け
る
最
高
神
格
と
し
て
の
閉
巨
国

加
藤
奈
奈
『
マ
ヌ
法
典
」
に
お
け
る
女
性
像
Ｉ
『
ヤ
ー
ヂ
ラ
｜
ヤ
ヴ

ァ
ル
キ
ャ
法
典
』
と
比
較
し
て

木
村
伊
沙
子
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
け
る
日
常
と
季
節
の
過
ご
し

方
Ｉ
ア
シ
ュ
ク
ー
ン
ガ
サ
ン
グ
ラ
ハ

小
町
順
「
夜
船
閑
話
』
に
お
け
る
丹
田
の
思
想

佐
藤
エ
リ
カ
欲
界
と
衆
生
Ｉ
阿
含
経
か
ら
倶
舎
論
ま
で

千
本
木
智
弓
筒
口
自
己
冒
毎
員
Ｃ
函
房
Ｃ
掌
ご
量
に
み
る

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
仏
教
観

吉
田
泰
則
演
技
の
裏
に
見
る
観
察
と
描
写
、
そ
し
て
コ
ミ
ラ
ー
ケ

Ｉ
シ
ョ
ン
考

大
学
院
修
士
論
文

今
野
道
陸
律
蔵
に
お
け
る
役
職
の
研
究
ｌ
パ
ー
リ
律
と

ｇ
吾
四
百
【
訂
を
中
心
と
し
て

石
塚
良
哉
吉
祥
天
法
の
研
究

奥
野
麗
子
で
四
Ｆ
シ
『
『
エ
ン
【
シ
『
エ
ン
資
料
に
於
け
る
仏
弟
子

像
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